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思想、が論じられる。第五章で彼の『法j が、第六章では「法Jと「術J r勢j との関係が考察される。著
者によれば、戦国末期に生きた思想家たちは、法に観点を置いて言えば、以下のような課題を背負ってい



















第7章『董仲静の礼法思想j では、漢代の儒教イデオローグ董仲辞を取り J-_げ、 『干しの法化」と q去の
礼化」が進展する時代に生きた叢仲針の思想を礼法秩序論として再構成する。著者によれば、董仲辞は秦
が短目のうちに滅亡したのは申商の法を手本とし韓非子の説を採用した故だと考え、統治は儒教によるべ
きだと主張したが、現実には法刑を停止するのは不可能であったので、 「徳」と「刑」とを自然の理法と
しての陽と陰に配し、陰卑陽尊という価値序列にもとづいて「徳主刑補」としてその調整をはかった、と
する。この規範の実際の運用が「春秋決疑J(~春秋』にもとづく裁判)であり、通説では、中国法制史上
きわめて異例の裁判とされているのを、実はこれは、天理、人情、国法の三者にもとづく帝政期司法と連
続するものだったのではないかと、著者は大胆な新説を提示しているが、魅力的な問題提起と言わねばな
らない。
終章第八章『中国法思想研究の課題」では、当初提起された方法論に戻って本論文が拠って立つ合理的
再情成に再び言及し、さらに自然法を中心にした法文化の比較論に説き至り、ここでも合理的再構成法の
有効性を再確認したあと、本論文でも言及された中国法文化の基礎思考(両立構造等)を取り上げて、中
国法思想研究は、政治的、実践的場に委ねねばならない部分があるとはいえ、理論的再構成は決して意義
のないことではないと結んでいる。
全体として、本論文は、礼法秩序論を基軸に中国古代法思想、が壮大なパースベクティヴの中で明断に再
構成されているのみならず、新実1見も少なくなく、今後この分野の研究者が必ず参照すべき基本的文献と
なるはずである。ただ、論理が先行していわゆる訓詰に重きが置かれておらず、伝統的な中国学徒の論文
とはやや異質なところがあるが、読者対象を中国学に不案内な法思想研究者に拡大した著者の意図からす
れば、止むを得ず、著者が原資料の読解力を欠くということでは全然ない。本論文は、ヨーロッパと中国
の法思想、および文化に通暁し、現代の法を巡る諸問題に対して熱い関心を抱いている著者にして初めて成
し得た業績である。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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